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腺癌が 1 例あった。原発巣が混合組織型の症例では，転移巣が高分化型を示したものが 7 例であり，
低分化型であるのが20例あり，双方の混合が11例あった。
核DNA量ヒストグラムで分析してみると，単独組織型の高分化腺癌では，大部分転移巣が原発巣
よりも分散の巾が狭く， stem line も低値であり， 4.0n 以上の核の出現率も転移巣の方が低い値をと
った。混合組織型では，転移巣が高分化腺癌の場合，転移巣の方が原発巣(高分化腺癌の部分)より
も分散の巾が狭く~ stem line も低値をとり， 4.0n以上の核の出現率も低い値をとることがわかった。
転移巣が低分化腺癌では大部分転移巣の方が原発巣(低分化腺癌の部分)よりも分散の巾が広< , 
stem line も高値であり， 4.0n 以上の出現率においても高い値をとる傾向にあった。











は核DNA量のヒストグラムは，分散の巾が狭く， stem line も低値であり， 4.0n 以上の核DNA
量を有する癌細胞の出現率も低くなる傾向があった。
4) それにくらべ，混合組織型原発巣から低分化腺癌が転移した場合，分散の巾， stem line および
4.0 n 以上の核DNA量を有する細胞の出現率は，転移巣で広くあるいは高くなる傾向が見られた。
5) 胃癌のリンパ節転移巣の癌細胞核DNA量ヒストグラムは，転移巣の転移形態，あるいは転移巣
の大きさに影響を受けることがなかった。
6 )原発巣壁内リンパ管内に見られた癌細胞の核DNA量ヒストグラムは，原発巣，転移巣のそれに
近似するが，ほぼ両者の中間の値を示した。
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論文の審査結果の要旨
本論文は，ヒト胃癌細胞の核DNA量を原発巣とそれに対応するリンパ節転移巣について比較検討
し，高分化型腺癌の場合原発巣に比べて転移巣の方がむしろ正常よりの偏侍が少く，低分化型腺癌の
場合は逆であるという興味ある結果を得た。そしてこの事はリンパ節転移巣の大きさに関係がなかっ
た。
本研究は癌の転移成立に関して基礎的な知見を提供したもので高く評価できる o
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